
協同が息づく兵庫のまちづくり

2018

8月21日㈫〜8月22日㈬、コープこうべ協同学苑（兵庫県三木市）にて、兵庫JCC「第1回虹の仲間づくりカレッ
ジ」を開催し、協同組合の職員25人が参加しました。「生産」「環境」「地域のコミュニティ」が抱える課題を「協
同組合としていかに解決するか」をテーマに10月〜2月の実践に向け企画づくりをすすめました。（関連ページ
P.4）
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今
年
4
月
か
ら
共
済
事
業
を
行
う
生
協
で

働
い
て
い
る
。
振
り
返
れ
ば
、
私
に
は
生
協

に
ま
つ
わ
る
三
つ
の
記
憶
が
あ
る
。

一
つ
目
は
、
中
学
生
の
と
き
の
ク
ラ
ス
目

標
。「
一
人
が
み
ん
な
の
た
め
に　

み
ん
な

が
一
人
の
た
め
に
」
を
掲
げ
て
い
た
。
聞
い

た
瞬
間
、
う
ま
い
こ
と
言
う
な
ぁ
と
心
底
感

心
し
た
。
そ
の
後
、
生
協
の
店
舗
で
（
だ
っ

た
と
思
う
が
）
こ
の
言
葉
と
再
会
す
る
。

W
ikipedia

に
よ
る
と
「
こ
の
成
句
の
も
っ

と
も
古
い
記
録
は
、
1
6
1
8
年
の
ボ
ヘ
ミ

ア
の
カ
ト
リ
ッ
ク
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
両

集
団
の
指
導
者
の
集
ま
り
に
お
い
て
で
あ

る
。」
と
さ
れ
、
1
8
4
4
年
刊
行
の
小
説

「
三
銃
士
」
に
も
登
場
す
る
と
い
う
※
。
て
っ

き
り
生
協
が
起
源
の
言
葉
だ
と
思
っ
て
い
た
。

二
つ
目
は
、
氷
ブ
ラ
ッ
ク
。
大
学
内
の
生

協
運
営
の
喫
茶
店
で
は
、
夏
に
は
メ
ニ
ュ
ー

に
か
き
氷
が
加
わ
っ
た
。
氷
と
い
え
ば
、
赤

い
イ
チ
ゴ
、
黄
色
の
レ
モ
ン
、
緑
の
メ
ロ
ン

が
普
通
の
時
代
。
食
べ
終
わ
れ
ば
着
色
料
で

舌
が
染
ま
っ
た
。
と
こ
ろ
が
こ
の
店
の
氷
は

2
種
類
の
み
。「
み
ぞ
れ
」
と
濃
い
焦
茶
色

の
「
ブ
ラ
ッ
ク
」。
地
味
な
見
た
目
と
名
前

に
衝
撃
を
受
け
た
。
確
か
コ
ー
ヒ
ー
味
。
人

工
着
色
料
・
人
工
甘
味
料
の
安
全
性
が
問
題

と
な
っ
た
頃
で
、
生
協
で
は
そ
れ
ら
は
使
わ

な
い
と
い
う
ポ
リ
シ
ー
の
表
れ
と
聞
い
た
。

生
協
と
は
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
だ
と
知
る
。

三
つ
目
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
発
生
翌

日
。
ガ
ス
タ
ン
ク
爆
発
の
恐
れ
が
生
じ
、
避

難
者
を
引
率
し
て
別
の
避
難
所
へ
と
移
動
し

た
。
避
難
者
数
が
膨
ら
み
食
料
調
達
に
悩
ん

で
い
た
夜
、
1
台
の
ト
ラ
ッ
ク
が
通
用
門
前

に
止
ま
っ
た
。
店
舗
に
納
入
予
定
の
食
品
を

積
ん
だ
生
協
の
車
だ
っ
た
。
全
品
、
避
難
所

に
提
供
す
る
と
の
申
出
。
有
難
さ
に
涙
が
出

る
と
と
も
に
、
生
協
の
二
文
字
が
、
ま
た
、

心
に
刻
ま
れ
た
。

私
の
こ
れ
ら
の
記
憶
は
、
生
協
な
り
生
協

の
職
員
が
社
会
に
対
し
て
何
を
な
す
べ
き
か

何
が
で
き
る
か
を
常
日
頃
か
ら
考
え
て
い
て
、

そ
れ
を
行
動
で
示
し
た
こ
と
に
心
が
動
い
た

も
の
だ
。

当
組
合
で
は
、
昨
年
度
、
新
た
に
ビ
ジ
ョ

ン
と
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
策
定
し
た
。
信

頼
さ
れ
選
ば
れ
る
生
協
で
あ
る
た
め
に
、
組

合
員
の
互
い
に
助
け
合
う
心
と
お
声
を
ど
う

形
に
す
れ
ば
よ
り
安
心
を
お
届
け
で
き
る
の

か
、
常
に
考
え
な
が
ら
事
業
を
展
開
す
る
。

共
済
は
、
保
険
料
よ
り
掛
金
が
安
い
と
の

理
由
で
選
ば
れ
る
こ
と
も
否
め
な
い
が
、
ま

さ
し
くO

ne for all, all for one

の
仕
組
み

で
あ
り
、
そ
れ
が
原
点
で
あ
る
。

組
合
員
の
相
互
扶
助
、
組
合
職
員
の
地
域

貢
献
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
組
合
員
・
地
域
の

た
め
に
「
考
え
る
」「
行
動
す
る
」
を
積
み

重
ね
、
当
組
合
も
人
の
記
憶
、
組
合
員
の
心

に
残
る
存
在
で
あ
り
た
い
と
思
う
。

※「Unus pro omnibus, omnes pro uno」『フリー百科事典 ウィキペディア日本語版』 2017年10月7日（土）18：04  UTC、URL：https://ja.wikipedia.org
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テーマ：『安心してくらせる地域社会づくりをめざして』
〜誰一人取り残さない社会の実現に向けて〜

兵庫県・兵協連共催 第21回「監事研修会」のご案内

第30回近畿地区生協・行政合同会議

8 月29日㈬、「第30回近畿地区生協・行政合同会議」が、「安心してくらせる地域社会づくりをめざし
て〜誰一人取り残さない社会の実現に向けて〜」をテーマに琵琶湖ホテル 3 階「瑠璃」で開催されました。

この会議は、近畿 2 府 4 県と福井県を加えた 7 府県の生協連合会で構成する「近畿地区生協府県連協
議会」主催で毎年開催しています。

30回目となる今回は、日本生協連や府県生協連の担当者と、厚生労働省や各府県の自治体生協担当者
を交え、総勢41名が出席しました。会議は、活動の交流と協働、連携によって安心してくらせる地域社
会づくりへつないでいくことを目的に開催しました。

各府県連からの事例報告では、①奈良県生協連合会が「奈良県における生協と社会福祉協議会との
連携」②京都府消費生活安全センターからエシカル
消費推進ネットワークの取り組み③一般社団滋賀グ
リーン購入ネットワークから活動］ 紹介④ KC’s から
特定適格消費者団体としての一年間の取り組みにつ
いての 4 つの報告がありました。社会的課題解決に
向け連携・協同の着実な成果と、一層の促進の重要
性を確認できる大変有意義な会議でした。

2008年に生協法が大幅に改訂され、組織運営の健全性を高めるために理事の責任と理事会および監事
の権限が強化・明確化されました。兵庫県生協連では、その取り組みの進捗状況や補強すべき課題など
について確認するため、監事および監事スタッフを対象に研修会を開催しています。

今回は、日本生協連総合マネジメント本部から講師を派遣いただき、監事監査研修（実践編）を開催
いたします。

日　時	 11月2日㈮　13時30分〜16時30分
会　場	 兵庫県民会館12階1202号室（神戸市中央区下山手通4-16-3）
定　員	 50人（申し込み先着順）
対　象	 会員生協の監事、ならびに監事スタッフ
内　容	 （1）ごあいさつ
	 　　 兵庫県企画県民部県民生活局消費生活課
	 　　 主幹　奥見 知子氏
	 （2）「年間時系列による監事監査のポイント」
	 　　 日本生活協同組合連合会　総合マネジメント本部　法務部
	 　　 監事監査支援担当　岡坂 充容氏
	 （3）質疑応答、意見交換
持参品	 「生協監事監査ハンドブック下巻」（日本生協連/編）

◆お申し込み・お問い合わせ
　兵庫県生活協同組合連合会　TEL（078）391-8634【10月18日㈭締切】
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コープおきなわ
石原修さん

イマココラボ
稲村健夫さん

各グループ実践テーマ発表

各団体からの報告（JF）

8
月
21
日
㈫
〜
22
日
㈬
、
2
0
1
8
年
度
第
1
回
虹
の
仲
間
づ
く
り
カ

レ
ッ
ジ
を
開
催
し
ま
し
た
。
1
日
目
は
、
参
加
者
の
自
己
紹
介
・
各
協
同

組
合
設
立
の
背
景
と
概
要
の
共
有
後
、
コ
ー
プ
お
き
な
わ
の
職
員
で
内
閣

府
地
域
活
性
化
伝
道
師
の
石
原
修
氏
の
講
演
「
誇
り
・
未
来
・
人
づ
く
り

の
た
め
の
地
域
連
携
」
を
行
い
ま
し
た
。
石
原
氏
の
多
く
の
実
践
に
基
づ

い
た
講
演
は
説
得
力
が
あ
り
、
連
携
意
識
の
高
揚
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
①
2
0
1
7
年
度
カ
レ
ッ
ジ
生
に
よ
る
報
告
②
参
加
の
各

団
体
か
ら
「
生
産
」「
環
境
」「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
が
抱
え
る
課
題
と

協
同
組
合
が
解
決
し
て
い
る
実
践
事
例
の
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

2
日
目
は
、
史
料
館
で
の
、「
協
同
組
合
と
コ
ー
プ
こ
う
べ
の
歴
史
と

理
念
」
の
学
習
に
続
き
、
一
般
社
団
法
人
イ
マ
コ
コ
ラ
ボ
代
表
理
事　

稲

村
健
夫
氏
を
講
師
と
し
て
「
S
D
G
s
と
は
何
か
？ 

〜
S
D
G
s
カ
ー

ド
ゲ
ー
ム
で
学
ぶ
〜
」
の
公
開
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。
J
A
教
育
部
や

J
F
、
コ
ー
プ
こ
う
べ
、
生
活
ク
ラ
ブ
生
活
協
同
組
合
都
市
生
活
等
か
ら

も
参
加
が
あ
り
、
総
勢
41
名
で
開
催
す
る
関
心
の
高
さ
が
伺
わ
れ
ま
し
た
。

感
想
レ
ポ
ー
ト
も
、「
S
D
G
s
と
そ
の
実
践
の
要
諦
に
つ
い
て
非
常
に

よ
く
理
解
で
き
た
」
と
好
評
で
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
各
協
同
組
合
の
社
会
的
課
題
解
決
の
取
り
組
み
の
こ
れ

ま
で
と
今
後
の
可
能
性
に
つ
い
て
各
グ
ル
ー
プ
ご
と
活
発
に
議
論
を
行
い

ま
し
た
。

〜兵庫JCC 第1回 虹の仲間づくりカレッジ〜

『生産』『環境』『地域のコミュニティ』などが
抱える課題を「協同組合としていかに解決するか」
という視点で考え、実践につなげる。

今年度の
テーマ
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生
活
ク
ラ
ブ
生
活
協
同
組
合
都
市
生
活

で
は
、
健
康
な
食
生
活
に
役
立
つ
「
食
育

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
、
生
協
内
だ
け
で

な
く
、
地
域
で
も
展
開
し
て
い
ま
す
。

8
月
26
日
（
土
）
に
J
R
摩
耶
駅
近
く

で
開
催
さ
れ
た
『
ま
や
六
甲
マ
ル
シ
ェ
』

で
は
、親
子
を
対
象
に「
作
れ
ば
わ
か
る
！

ジ
ュ
ー
ス
の
色
、
香
り
、
味
の
正
体
」
と

題
し
て
、実
験
や
試
飲
を
交
え
て
、ジ
ュ
ー

ス
の
正
体
に
迫
る
体
験
を
す
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
ま
し
た
。「
オ
レ
ン

ジ
」
が
入
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
清
涼

飲
料
水
も
、
色
・
香
り
と
も
に
人
工
的
な

添
加
物
で
作
れ
る
こ
と
、
思
っ
て
い
る
以

上
に
砂
糖
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
、ま
た
、

あ
る
も
の
を
入
れ
る
こ
と
で
た
っ
ぷ
り
砂

糖
の
入
っ
た
飲
み
物
で
も
ス
ッ
キ
リ
飲
め

る
こ
と
等
、
初
め
て
知
っ
た
と
い
う
参
加

者
も
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。
特
に
暑
い
夏

は
、
水
分
摂
取
が
大
事
で
す
が
、「
ジ
ュ
ー

ス
の
正
体
」
を
知
っ
て
い
れ
ば
、
熱
中
症

に
も
効
果
が
あ
る
牛
乳
や
、
家
庭
で
お
安

く
簡
単
に
で
き
る
水
出
し
茶
を
飲
む
な

ど
、
健
康
に
よ
り
よ
い
飲
料
を
選
ぶ
こ
と

も
で
き
ま
す
。

他
に
も
、「
お
い
し
そ
う
な
ソ
ー
セ
ー

ジ
に
は
ウ
ラ
が
あ
る
？
食
品
添
加
物
レ
ッ

ス
ン
初
級
編
」「
お
に
ぎ
り
実
験
で
わ
か

る
！
見
え
な
い
添
加
物
」
等
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
あ
り
ま
す
。

保
育
園
、
幼
稚
園
、
小
学
校
や
地
域
の

イ
ベ
ン
ト
等
に
…
と
ご
興
味
を
持
た
れ
た

方
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
ご
希
望
の
方
は
、

生
活
ク
ラ
ブ
生
活
協
同
組
合
都
市
生
活

（
0
7
8
-9
0
4
-3
2
6
0
山
本
）
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
通
信
員
　
小
松 

髙
志
）

生
活
ク
ラ
ブ
生
活
協
同
組
合
都
市
生
活

健
康
な
食
に
活
か
せ
る
体
験
を
あ
な
た
も
ぜ
ひ
！

見
て
！
味
わ
っ
て
！
身
に
つ
く
！「
食
育
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

2018年度兵協連「初級経理学校」のご案内
勘定科目や会計処理及び税務上の留意点について学び、
決算関係書類等の開示事項、作成上の留意点を学びます。

【日　時】11月20日㈫　10時00分〜16時30分
【会　場】兵庫県民会館12階1202号室（神戸市中央区下山手通4-16-3）
【定　員】30人（申し込み先着順）
【対　象】会員生協（関連子会社含む）の経理実務担当職員
【内　容】（1）経理実務者に必要な会計処理と実務課題（基礎編）

　　　　 （2）決算関係書類の作成上の留意点（基礎編）
【講　師】日本生活協同組合連合会
　　　　 経理部 部長スタッフ
　　　　 公認会計士　石川 雅之氏
【持参品】「2訂版 生協の会計実務の手引き」
【受講料】1人　1,000円

◆お申し込み・お問い合わせ

　兵庫県生活協同組合連合会　TEL（078）391-8634
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JA 丹波ひかみＪ
Ａ神戸市漁連・JF 兵庫漁連Ｊ

Ｆ

今年も開催！
平成30年度マリンスクール

丹波大納言小豆の生産拡大に向けて
〜生産振興会を設立〜

コープこうべ・神戸市漁連（JF 神戸市）・JF 兵
庫漁連による協同組合の連携活動として毎年実施
しているマリンスクール（ 2 コース）が今年も開
催され、参加した親子連れ（約180人）は楽しく
漁業や県内産水産物について学びました。

第35回となる JF 神戸市コース（ 7 月25〜26日）
では「せり市」を見学したり、「魚のつかみ取り」、

「ヒラメ稚魚の放流」、「タコの塩もみ」などを体
験したほか、兵庫の漁業と環境のつながりを学習
しました。また、稚魚の放流では、神戸市立栽培
漁業センターの協力で魚を増やすことの大切さを
学びました。

一方、第 8 回目となる JF 兵庫漁連 SEAT-CLUB
コース（ 8 月 3 日・8 月 4 日）では「干しダコ作り」
や「アジの三枚おろし」、「チリメンモンスター探
し」、「兵庫の漁業と環境の学習」に挑戦しました。
みなさん、普段あまり魚にふれる機会がないのか、
どの内容も親子で一緒に目を輝かせて取り組んで
いました。

どちらのコースも、終了後のアンケートでは多
くの方が来年も参加したいとのことで、とても楽
しんでもらえたようです。JF 兵庫漁連では、こ
のマリンスクールを
通して、漁業や水産
物をより広く身近に
感じてもらえるよ
う、今後とも取り組
んでいきたいと考え
ています。

JA 丹波ひかみは、「農業者の所得増大」「農業
生産の拡大」の取り組みについて、自己改革プロ
グラムを定め、役職員一丸となって進めています。

同 JA は、農業者の所得増大にむけて、丹波大
納言小豆の生産拡大に取り組んでいます。産地を
維持発展させるために、生産農家が栽培に関する
情報共有と技術研鑽により安定生産及び品質向上
を目指すとともに、会員相互の交流を促し仲間づ
くりをすることで生産意欲の高揚を図ることを目
的に、 6 月 4 日に「丹波大納言小豆生産振興会」
を設立しました。

また、同 JA は、丹波市産の丹波大納言小豆を
100％使用した「小豆茶」を開発し、 5 月から販
売を開始。ポリフェノールが含まれ、ノンカフェ
インで小豆の香りが楽しめます。小豆茶は同 JA
の直売所で購入できます。

さらに、JA では通常の営農指導員の指導に加
え、小豆を栽培する熟練生産者を「小豆生産アド
バイザー」に任命し、JA 職員とともに圃場巡回
をしたり、栽培講習会で栽培技術の指導をしてい
ます。

ヒラメ稚魚の放流（JF 神戸市コース）

干しダコづくり用のタコの掴みどり

丹波市産の
丹波大納言小豆を100％
使用した「小豆茶」

丹波大納言小豆生産振興会が設立。丹波大納言小豆の安定生
産、品質向上をめざします。
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みなさま、こんにちは。適格消費者団体 NPO 法人ひょうご消費者ネットの吉江直記です。
最近、運動不足かと感じ始め、朝早めに起きて、体操することにしています。歯を磨き、水を一杯飲んで、

体操を始めるのです。なんとなくラジオを付けますが、ラジオ体操ではありません。体操を始めるまでは、ま
だ半分、寝ているような感じですが、いざ体を動かしはじめると、だんだん、目が覚めてきて、終わるころには、
すっきり目覚めているのです。ただ、昼前くらいに、一度、眠気に襲われてしまいますが。

さて、8月9日、ひょうご消費者ネットがモンベルのグループ会社である株式会社ベルカディアに対して提起していた裁判で、和
解が成立しました。どんな裁判だったかというと、ベルカディアは、登山ツアーなどを企画し、旅行参加者に対して「事故が起
きても自己責任。事業者に責任を追及しない」という内容の同意書に、署名を強いていました。これをやめるように求めた裁判
でした。そして、今回、このような免責条項を削除し、「危機管理は自己責任。ただし、法的権利を何ら放棄するものではない」
と記載する内容で和解となりました。

これをきっかけに、泣き寝入りしてしまう消費者が少なくなることを願っています。
� （ひょうご消費者ネット　理事　司法書士　吉江直記）

適格消費者団体NPO法人ひょうご消費者ネット

窓の

〒650-0011　神戸市中央区下山手通五丁目７番11号兵庫県母子会館２階 C
TEL：078-361-7201　E-mail：office@hyogo-c-net.com

ひょうご消費者ネット
連　絡　先

最近の消費生活相談事例

原野商法の「二次被害」トラブル

事　例

30年前に値上がりすると言われ購入した原野（山林）を持っていたが、見知ら
ぬ業者から売却しないかと電話があった。相続問題で困っていたこともあり自宅
で話を聞いたところ、税金対策として、「売却」と同時に別の土地を「購入」する
ことになった。売却と購入の差額の40万円を支払うだけと思っていたが、さらに
400万円を請求され困っている。（90代・女性）

【アドバイス】
値上がりの見込みがほとんどないような山林や原野について「将来高値で売れる」などと勧誘して不当に

買わせる手口を「原野商法」と言い、1970〜1980年代にかけて被害が多発しました。過去にこの原野商法で
被害にあった方が再度被害にあう『二次被害』が最近目立っています。

相談内容は次の3つの類型に分けられます。
①�「下取り型」：原野を買い取ると勧誘し、節税対策や後で返金すると言いながら、原野の売却と新たな土地

の購入がセットになっている。
②�「サービス提供型」：原野を売却するためには測量や整地等が必要で、その費用が請求される。
③�「管理費請求型」：覚えのない管理業者から過去に購入した原野の管理費を請求される。

今回の事例は①下取り型にあたります。
兵庫県内の消費生活センターに寄せられた相談者の平均年齢は73歳（過去3年間）と高齢者が多く、数十年

前にだまされて購入した土地を子供に残して迷惑をかけたくないという気持ちから、再びだまされてしまう
ことが多いようです。

被害にあわないためには以下の点に注意しましょう。
・土地を買い取る、諸費用は後で返す、と言われてもきっぱり断る。
・根拠がはっきりしない請求には応じない。
・宅地建物取引業の免許を持っていても安易に信用しない。
・おかしいと思ったり、トラブルにあったら消費生活センター（局番なしの188［いやや］）等に相談する。

高齢者が被害にあうケースが多いため、家族など身近な方々が高齢者に声をかけ、見守ることも大切です。
（兵庫県立消費生活総合センター　☎078・303・0999）
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ホームページ ●アドレス（URL）：http://www.coop-hyogo-union.or.jp●E-mailアドレス：hyogo@kobe.coop.or.jp
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2018年度兵庫JCC協同組合研究・交流会

〜生活協同組合に関係する「福祉施設」など見学し、
これからの高齢化社会や環境について考えよう〜

▶兵庫 JCC とは？
兵庫県の生協・農協・漁協・森林組合で構成する組織。兵庫 JCC では、協同組合間交流を通じて協同組合運

動相互の連携をはかり、よりよい社会づくりを目指しています。

▶兵庫 JCC 研究・交流会について
兵庫 JCC では協同組合研究・交流会を互いの活動を知り交流を深めることを目的に2008年から実施しています。
今年度は、「ハイム本山（サ高住）」「iCommons」「阪神友愛食品㈱」、埋立地に苗木を植え、100年かけて生物

多様性の森づくりをすすめている「県立尼崎の森中央緑地」を見学します。

日 時：2018年11月6日㈫　9：15〜17：10
場 所：次の100年を見据えた生協の取り組みを視察
◆スケジュール◆
9：15	 JR神戸駅・南側集合（観光バスで移動します）
	 オリエンテーション
10：00〜10：30	 「コープは〜とらんどハイム本山」（コープこうべ）見学
	 �内科クリニック（ろっこう医療生協）や保育所、地域交流スペースを併設

した2021年に創立100周年を迎えるコープこうべのサービス付き高齢者
向け住宅。

11：00〜12：10	 日本の大学の最先端「iCommons」（甲南大学生協）見学＆昼食
	 �甲南学園創立100周年記念事業として昨年完成した巨大施設。1300席の

食堂、コンビニ、TSUTAYA BOOKSTOREやトレーニングジムなどを備
え、運営を甲南大学生協が行っています。最先端の大学生協施設をご覧いただきます。

12：50〜13：50	 �阪神友愛食品㈱・見学　兵庫県、阪神7市1町とコープこうべが出資した第三セクター
方式の重度障害者多数雇用施設です。

14：50〜15：40	 100年かけて森づくり「兵庫県立尼崎の森中央緑地」見学＆植樹
	 昨年からは「コープ活動の森」活動がスタート。その一角に植樹します。
16：20頃	 JR住吉駅前・希望者は下車、17：10頃　JR神戸駅・南側　解散
	 コープこうべ最大の店舗「シーア」でお買い物をお楽しみいただけます。

★参加される皆様へ★　�当日朝7時に、阪神間（神戸市〜尼崎市）で大雨、暴風、波浪警報が出ていた場合は、中
止となります。中止の場合は、各団体から連絡いたします。

主催／兵庫県協同組合連絡協議会（兵庫JCC）
【お問い合わせ先】兵庫県生活協同組合連合会
　　　　　　　　 電話：078-391-8634　　FAX：078-392-2059

参加・昼食代
無料！
定員50名

応募締切
2018年10月15日㈪

兵庫県立尼崎の森中央緑地
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